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 所在地：京都府京都市
 活動地域：都市的地域
 団体名：特定非営利活動法人HEROES
 選定表彰：
・インターナショナル・ビアカップ2020

銅賞 （主催：日本地ビール協会）

・ジャパン・グレートビア・アワーズ2019
銀賞 （主催：日本地ビール協会）

 主力商品：麦、ホップ、ゆず、茶

基本情報
取組の概要

体制図

所在地▶京都府京都市上京区堅門前町414西陣産業会館
連絡先▶TEL：075-366-3627  FAX：075-366-3628 E-mail：heroes@762npo.jp
ウェブサイト▶http://nishijin-beer.com/

特定非営利活動法人HEROES

○ 国産原料100％、原材料生産・製造・販売まで100％福祉事業所が行う 「100％ノウフク連携ビール」が目標。
また、全国連携による原材料調達や６次産業化で安定収入を図り、障害のある方の工賃向上につなげる。

○ クラフトビールの醸造及び販売に当たって、強度行動障害（自閉症）の方18人で、ビールの充填、ラベル
貼り等を行う。
〇 原料は国産にこだわり、大麦は群馬県、ホップは宮城県、ゆず、お茶の葉は京都府の農家へ生産を依頼。
○ 強度行動障害（自閉症）の方が作業しやすいよう視覚的に理解できるマニュアルを活用し、ラベル貼りや
醸造作業等、障害者の作業工数を増やした作業内容。

ラベル貼り作業ビールの醸造作業 発酵タンク
西陣麦酒醸造所定番ビール

取組の成果

○ 障害者の年合計工賃も19千円(Ｈ29)から、
1,502千円(H31)へ大幅に増加。

○ ビールの出荷量は、開始当初の1,700㍑
(H29)から、12,400㍑（H31）に増加。 19

1,502 

H29 H31

工賃（年合計、千円）

京都府
京都市

特定非営利活動法人ＨＥＲＯＥＳ

多機能型事業所ＨＥＲＯＥＳ(生活、B型)

西陣麦酒醸造所



【取組のプロセス】

生活介護事業の開始

〇 開所の目的は、自閉症の方で、いわゆる強度行動障害といわれる方々の通所先を増
やすことで、適切な支援を受け安定して通所できるようになった際に、居場所ややり
がいを提供する役割が必要。

2013年～

2014～

2017年～

2019年～

今後の
展望

きっかけ 事業所開設 強度行動障害（自閉症）の方々の通所先確保が目的

生活介護事業所の授産科目として西陣麦酒醸造所設立
○ 2酒類製造免許(ビール・発泡酒)を取得しクラフトビールの醸造と販売を開始。
○ ビール原料は、ほぼ輸入品というなか、「国産原料100％かつ、原材料生産から製造、
販売まで100%福祉事業所が行う、100%ノウフク連携ビール」を目標に活動。

生活介護から多機能型（生活・就労B型）へ
○ 農業と福祉の連携をイノベーションするように活動。
○ 作業内容は、事務作業、ＰＣ入力や資料作成、発送作業、リネン作業のほか農作業を
行う。

○ ノウフクをさらにオープンにし、プロジェクトチーム化などのイノベーションにより
商品価値を高めていく。
〇 原材料の国産化は製品の一部にとどまっているため、原材料確保のために生産できる
事業を増やすことと、副原料となる農産物（柑橘類など）も増やしたい。
〇 障害者が本当の意味で、地域で役割を得て、一住民として対等に存在し、豊かに生活
すること目的に行動していく。

強度行動障害の方
の通所先や適切な
支援の確保のほか、
重度障害者の方に
仕事を提供できる
事業所設立。

原材料の作付面積は、
大麦で開始当初の
10aが1haへ年々増
加。

（ ビールの発表及び説明会）

（ 作業スペースの様子）

農業関係者の広が
りにより、農地所
有者からの関心も
高く、休耕地の活
用につながる。

（タンクでビール醸造中）

（事業所外観）
醸造所の設立によ
る安定収入で、障
害者の賃金向上、
地域とのつながり
による地域生活支
援を目指す。
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 所在地：京都府京田辺市
 活動地域：平地農業地域
 団体名：社会福祉法人京都聴覚言語障害者

福祉協会 さんさん山城
 選定表彰：
・R2 グッドライフアワード 環境大臣賞
（NPO・任意団体部門）（主催：環境省）

・H31 スウィーツコンテスト 最優秀賞
「京の彩り」濃茶大福（主催：京都府） etc.

 主力商品：茶、エビイモ、田辺ナス、
万願寺唐辛子 etc.

基本情報 取組の概要

体制図

所在地▶京都府京田辺市興戸小モ詰18-1
連絡先▶TEL：0774-39-7113 FAX：0774-65-4102

E-mail：shinmen@kyoto-chogen.or.jp
ウェブサイト▶http://www.kyoto-chogen.or.jp/communityplaza/sunsunyamashiro/

社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会 さんさん山城

○ 聴覚障害者やひきこもり経験者等が宇治茶の手摘みやエビイモの手掘りなど高品質な京都の伝統野菜の生産と加
工作業を通年で従事しており、農福連携の普及啓発に取り組む。

○ 宇治茶の手摘みや「エビイモ」の手堀りなど、障害者の手作業等により、高品質な京都の伝統野菜等を
生産。また、これらを活用し付加価値性の高い加工品の開発、販売も行う。

〇 併設のコミュニティカフェでは、メニュー作りから接客、調理まで障害者が中心となり行う。

○ 令和元年にノウフクＪＡＳ(第１号)認証の取得。令和２年、新たに仲卸業者との取引が始まり、祇園の
料亭や高級ホテルに食材を卸すなど、販路が拡大。ＪＧＡＰ認証も取得し持続可能な農業を推進。

田辺ナスの収穫作業 宇治茶の手摘み作業 さんさん山城コミュニティカフェ
濃茶大福

取組の成果

○ 野菜、加工品、コミュニティカフェなどの売上げは
570万円(Ｈ26)から1,620万円(H31)へ増加。

○ さんさん山城を利用する障害者の年間延べ人数も
3,486人(Ｈ26)から5,029人(H31)へ増加。

570

1,620 

H26 H31

売上げ（万円）

京都府
京田辺市

やましろ



【取組のプロセス】

地域特産を活かした加工品製造に着手し、収益向上

〇 規格外のえびいもを活用した「えびいもコロッケ」や手摘みの高級宇治抹茶を使った
「濃茶大福」 「濃茶クッキー」など、付加価値性の高い加工品を開発し、販路を拡大。
地域の人気商品に。

2011年～

2014～

2017年～

2019年～

今後の
展望

きっかけ 事業所開設 地域特産の農作物の栽培、地元に根差した活動を開始

市民が集うコミュニティカフェをオープン
○ さんさん山城産の新鮮野菜をふんだんに使った日替わりランチをワンコインで提供。
毎日多くの市民で賑わう。開店から3年でランチ提供数3万食を突破。ランチ以外の時
間帯もカフェを開放し、障害のある人もない人も子供から高齢者まで多種多世代の人
達が集う、今や地域になくてはならない場所へ。

農福連携を世界に発信
○ HPを英語、中国語（簡体、繁体）、韓国語の4言語対応に。農福連携を世界に発信。
○ 令和元年6月に韓国済州島で開催された「SDGｓ済州国際会議」で取組実践を報告。
国連高官ら世界各国の関係者から高い評価。

○ これまで築き上げた地域との関係や作業ノウハウを活かして、人手のかかる農作業な
らびに農地管理など、地域が抱える農業課題を地元の福祉事業所間で共有・連携を行い
解決に繋げていくシステムを構築
〇 障害者だけでなく引きこもりや触法者などの受け入れも行い、「誰もが社会の一員と
して活躍できる農福連携」を実践。
〇 各方面の研究機関と連携をはかり「農福連携」が学問分野の一つとなって、障害者も
高等教育機関で学ぶことができ、ひいては障害者が地域で活躍できる社会を創造。

（写真）

都市開発と高齢化
で農業の衰退が著
しく、障害者が地
域の一員として活
躍・貢献できる仕
事として農業に
チャレンジ

（ SDGｓ済州国際会議）

（ 日替わりワンコインランチ）

（子連れでも安心のカフェ）

（ えびいもコロッケ）平成28年 地産地
消に取り組み「京
都やましろ食材提
供店」認定

平成30年 全国初、
障害者のキャリア認
証制度「チャレンジ
アグリ」を開講

平成31年「農福連携
等推進会議」に有識
者として参画
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 所在地：大阪府大阪市
 活動地域：都市的地域
 団体名：特定非営利活動法人街かど福祉
街かどあぐりにしなり よろしい茸工房

 選定表彰：
・福祉未来創造大賞2018
ソーシャルビジネスプラン部門特別賞
（主催：NPO法人DeepPeople)

 主力商品：シイタケ

基本情報 取組の概要

体制図

所在地▶大阪市西成区北津守4-9-5
連絡先▶TEL：06-6567-1007 FAX：06-6567-1008

E-mail：toyota@iwork-himawari.com
ウェブサイト▶http://www.yoroshitake.com

特定非営利活動法人街かど福祉 街かどあぐりにしなり よろしい茸工房

○ 大阪西成区のイメージを変えよう“にしなりが変われば大阪が変わる” 生活弱者と言われる人たちで新しい産業を
創り、“にしなりムーブメント”を起こし、地域の活性化と共に美味しい食材を大阪の食卓へ。

○ 就労継続支援施設A型利用者とB型利用者の障害者14名及び職員（高齢者、生活困窮者等
含む）９名で菌床生しいたけの製造に取り組む。

○ 栽培した生しいたけは、梅田、難波、天王寺等大阪市内の飲食店を中心に小規模スーパー、産直市場
のほか、“ぐるなび”へ毎日配達。企業とのコラボ企画で、シイタケの赤ちゃんである「芽しいたけのチップス」、
「しいたけのペジポタスープ」、「よろしい茸の炊いたん」を商品化。
○ 農山漁村振興交付金（農福連携対策）により、農業版ジョブコーチとして、３名の人材を育成。

各種店舗での販売状況

取組の成果

○ シイタケの売上げは、取組当初(H25)の
5,058千円(Ｈ25)から15,500千円(R02)へ増加。
○ 農地面積も、495㎡(Ｈ25)から627㎡(R02)へ
増加するともに、ハウスも１棟から２棟へ拡大。

5,058

15,500 

H25 R02

シイタケ売上高（千円）

だけこうぼう

ＲＯＨＴＯ ＲＥＣＩＰＥ 旬穀旬菜

ＮＰＯ法人
街かど福祉

シイタケの栽培状況よろしい茸工房全景

ロート製薬
子会社

就労継続支援Ｂ型 ｉ・ワークひまわり

就労継続支援Ａ型 街かどあぐり にしなり よろしい茸工房

就労移行支援 ｉ・ジョブひまわり

大阪府
大阪市



【取組のプロセス】

就労継続支援B型事業所 iワークひまわり開設
〇 障害者の作業を行うための施設を開設するほか、ワークショップ等の活動も始める。
〇 体調管理やスキルアップに取り組む「施設内訓練」、安定して長く働くための「職場
定着支援」等、トータルサポートを心がける。

2004年～

2012年～

2016年～

2020年～

今後の
展望

きっかけ 就労継続支援B型から就職を！というコンセプトでスタート

就労継続支援A型事業所 街かどあぐり にしなり
よろしい茸工房 開設

○ 行政に対して、障害者、生活困窮者も働くことが出来て、西成のイメージを一新し、
地域活性化となり得る都市型農業としてハウスでの菌床しいたけ栽培を提案。
○ その結果、賛同が得られ、街なかでの農業が始まった。

よろしい茸ひまわり子ども食堂開設
○ 北津守地域や近隣のこども達とのつながりが増えることを目的として、北津守地域で
初めてのこども食堂を開設。
○「街かどあぐり にしなり よろしい茸工房」が運営。

○ 更なる大阪の食卓への地産地消を目指して、念願の自社製造の菌床づくりを開始。
○ マスコミ各社の取材や各種イベントへの積極的な出店等による大阪産しいたけの認
知度拡大と販売促進の為のプロモーションECサイトに力を入れ、コロナ禍の非接触販
売へとシフト変更も考えている。
○ 区内小学生の見学と実習の受入を継続しており、感想文が何よりの楽しみであり、
引き続き継続していく。

（写真）

頑張れば自らの手
で対価を得られる
という働く喜び、
楽しみを知っても
らいたいとの考え
でスタート。

スキルがあっても、
コミュニケーショ
ンが苦手で就職が
難しいため、自立
促進に向け新たな
働き場所として、
街なかで農業がで
きないものか検討。

動画で作業マニュ
アルの作成により、
利用者にとってス
ムーズに作業が出
来るよう工夫。

府立西成高校のビ
ジネス体験及びな
にわ高等支援学校
の農業コースへ菌
床の提供等や栽培
体験の提供を実施
中。

（ iワークひまわりの外観）

（子ども食堂のメニュー）

（小学生の見学と実習の様子）

（工房内の障害者スタッフ）
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 所在地：奈良県奈良市
 活動地域：中間農業地域
 団体名：社会福祉法人青葉仁会
 選定表彰：米・食味分析鑑定コンクール

2018国際大会 プレミアムライセンス
グッドファーマー（主催：米・食味鑑定士協会）

 主力商品：水稲、さつまいも、
ブルーベリー、タマネギ etc.

基本情報
取組の概要

体制図

所在地▶奈良県奈良市杣ノ川町50-1
連絡先▶TEL：0742-81-0420 FAX：0742-81-0804 E-mail：info@aohani.com
ウェブサイト▶http://http//www.aohani.org

社会福祉法人青葉仁会 あおはにファーム

○ 高齢・過疎化が進行し、急速に荒廃林や耕作放棄地が増加する本地域で、農福連携により新たな資産として
「持続可能な農山村地域づくり」を目指す。

○ 耕作放棄地となった各地域の広大な農地で米、さつまいも、玉ねぎ、じゃがいも、ブルーベリーなど30種類
以上の農作物を栽培。
〇 収穫した農産物は、法人内のカフェ・レストランの食材として、加工部門の事業所では、ブルーベリージャム、
カレー、バジルペースト、干し芋、惣菜などで活用され、いずれも障害者が主力として働く。
○ また、企業とのOEM、スーパーや物産店等、全国へ農産物や加工品を出荷しているほか、ブルーベリー
最盛期には収穫祭を開催、地域住民・県外からの観光客も訪れる活気ある場所となる。

ブルーベリー収穫祭

取組の成果

○ 農産物の売上げは、660万円(Ｈ27)から950万
円(H31)へ増加。

○ 耕作する農地面積も5.2ha(Ｈ27)から8.0ha
(H31)へ増加。

660

950 

H27 H31

農産物売上高（万円）

あおはにかい

生駒レストラン（レストラン・マルシェ）

満天ひろば（テイクアウトカフェ・物販・マルシェ・イベント）

デリカテッセン・イーハトーブ（加工・カフェ・配食）

ハーブクラブ（カントリーレストラン）

水仙月（アート＆カフェ）

クラムボン（カフェ＆ベーカリー）

社会福祉法人

青葉仁会

米の稲刈りを皆で協力
ブルーベリージャム

等の加工品 レストランでのホール業務

奈良県
奈良市



【取組のプロセス】

知的障害者入所授産施設あおはにの家を開設

〇 障害者の作業を行うための施設を開設するほかワークショップ等の活動も開始。

1980年～

1992年～

2002年～

2019年～

今後の
展望

きっかけ 社会福祉法人青葉仁会の設立 ワークショップや作業所の開設

第２入所施設 萌あおはにを開所
○ 知的障害者の卒業後の居場所の確保、障害があっても社会参加し、生産活動に就くこ
とで、自立支援と工賃を保障するため、「自然学校班」として農業を開始。
○ また、地域は高齢・過疎化が進行し、急速に荒廃林や耕作放棄地が増加する中、新た
な資産として「持続可能な農山村地域づくり」を目指す。

あおはにファームが独立
○ 農福連携を通した地域の再生を目的として、自然学校班から「あおはにファーム」が
独立し、荒廃した茶畑を開墾してブルーベリー園へ再生し、摘み取りを楽しめる農場と
して、障害者が主体となって運営し、年間を通じて就労できる作業を確保。
○加工食品のパッケージを「杣の森」シリーズとして独自に作成。

○ 農業衰退の進む中山間地域で、マルシェカフェ、レストラン、農産物生産販売所、
農業体験、農家生活体験の場を提供することで、地域全体の来場者のさらなる増加を
目指し、地域の人が集まれる場所、地域文化と農福連携を実現したい。
○ 地域のイベント、自治会、民生委員会、福祉ネットワーク会議、奉仕作業への参加、
または法人内のイベント等に招待やゲスト参加して頂く事を通して、地域に貢献した
い。

（写真）

これまで、障害児
は、就労はもちろ
ん福祉施設への入
所もできず、長年
在宅で親兄弟の世
話を受け続ける現
状。

障害を持ちながら
も生き生きとした
人生を送りたいと
願うすべての人へ
のサポート。

支援学校等を卒業
する障害者に対し
て、常に受け入れ
できるよう、事業
を拡大して対応。

米は4ｔ、さつまい
も8ｔ、ブルーベ
リー14ｔ、玉ねぎ
８万個など、各種
野菜も30種類以上
栽培。

（ 農作業の様子）

（ 施設の送迎車）

（「杣の森」シリーズのスイーツ）

（レストランでのレジ、ホール業務）
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